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本調査は熊本市内の大学 2年生93名 を対象に、平成21年 2月 中旬に質問紙調査法による一斉調
査を実施 し全数を回収 (回収率100%)し た。調査票は、小学校家庭科の教科書2,3か ら家族の生活、







報告 した論文などを参考に、質問項 目を設定 し作成 した。
家族の生活には「自分の生活時間を書 く」「家族の生活時間を書 く」「家事の種類をあげる」「家
事を分担する」「自分の誕生 と成長を記録す る」「団 らんの時間を持つ」の 6項 目。消費生活には、
「支出を 5種類以上あげる」「計画的に金銭を使用す る」「自分の支出を記録する」「目的に合っ
た商品を選ぶ」「正 しい契約 をす る」「不要なものの購入を断る」「生活情報を収集 し活用す る」
「環境家計簿をつける」の 8項 日。食生活関連で取 り上げた項 目は 「食事作 りの手順をあげる」
「食品表示を見て安全な食品を選ぶ」「体に必要な栄養素の種類 と働 きをあげる」「家族 と楽 しく
食事をす る」「お茶をいれ る」「ご飯を炊 く」「みそ汁を作る」「野菜や肉類を炒める」「簡 単な食
事を作る」「食費を計算す る」の10項 目。衣生活関連で取 り上げた項 目は「着用 目的に適 した着装
をする」「自分に合 う既製服を選ぶ」「衣服の 日常の手入れや整理をす る」「素材別に洗濯用洗斉J
を選ぶ」「日常着 を洗濯す る」「家庭洗濯 とク リーニング利用を区別す る」「アイロンをかける」
「ほころびをなおす」「ボタンをつける」「衣服を リサイクルする」の10項 目。住生活関連で取 り
上げた項 目は 「自分の部屋を美化整備する」「家族が共通に使 う場所の美化整備をす る」「部屋の
明るさを調整する」「音5屋 の換気 と冷暖房の調整をす る」の 4項 目。地域に関連 した項 目には「地
域の環境 を整備する」「地域の活動に参加する」「地域の住民 としてのルールを守る」の 3項 目。
福祉に関連 した項 目には 「高齢者への手助けをする」「幼児への手助けをする」「外国人への手助
けをす る」「ボランテ ィア活動をす る」の 4項 目。環境の項 目には「生活環境 を考えて家庭生活を
工夫す る」「地球環境保護 とゴミの関係 を考える」「地球環境保護 とエネルギーの関係を考える」
の 3項 目とした。以上の合計48項 目について質問 した。各質問項 目に対する回答はその項 目が 自
分でできるか どうかを 「できる、少 しできる、できない」の 3段階で 「到達感」を、また、その
項 日を実践する 「難易感」は 「や さしい、少 し難 しい、難 しい」の 3段階でその難易度か ら学生
自身の実態を自己評価で該 当す る項 目を回答 させた。 さらに、指導方法の課題については 「指導
力の程度」を 「できる、少 しできる、できない」の 3段階か ら、「指導の難易感」を 「や さしい、
少 し難 しい、難 しい」の 3段階か ら選択回答 させた。 また、家庭生活に関す る知識や考え方など
の意識的内容について知っているか どうかの 「認知度」それを指導す る場合の 「指導力の程度」
及び 「指導の難易感」について質問 した。質問項 目は、「家族の大切 さ」「いろいろな家族構成」
「家庭生活の大切 さ」「家庭の仕事」「契約の意味」「消費者の権利 と責任」「税金 と家庭生活 との
関わ り」「既製服の品質表示・取 り扱い絵表示の意味」「既製服のサイズ表示の意味」「被服材料の
種類 と特徴」「住居用洗斉Jの表示の意味」「生活資源の節約や リサイクル」の12項 目であつた。各
質問項 目の内容について知っているかの 「認知度」を「知っている、少 し知っている、知 らない」
の 3段階か ら、各項 目を指導する場合の学生 自身の 自己評価による指導力について 「指導力の程
度」を 「できる、少 しできる、できない」の 3段階か ら、実際に指導することを想定 した場合の





定などで比較検討 した。家庭科に関す る指導力をつける手だてを具体的に自由記述 させた意見に
ついては、記述内容の概要を読み取 り類型化 し分析 した。
小学校家庭科の指導に関する一考察




果は、図 1-1と 図 1-2及び図 2に示 したとお りであった。各質問項 目の回答率を図中に表示
した。回答率の程度により回答率50%以 Lの 項 目、回答率30～ 49%の項 目、回答率10～ 29%の項
目 (段階 3:できない、知らない、難 しい について)に識別 し分類表示 した。
自分の生活時間を 家族の生活時間を 1家 事の種類をあげ 1家 事を分担する 1自 分の誕生と成長 団らんの時間を持





:: :3(で きない,難 しい)でσ)回 答率 10～ 29ワ)項 目華難: 同答率50%以 11び )項 [1
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図 1-2 家庭科の指導内容の到達感 と指導の難易感
各質問項 目の回答段階 “1(できる・や さしい)"が 約50%以 Lの 項 日は、家庭生活の 「自分の
生活時間を書 く」「家事の種類をあげる」「家事を分担す る」、食生活の「家族 と楽 しく食事をする」
「お茶をいれ る」「ご飯を炊 く」「みそ汁を作る」「野菜や肉類を炒める」、衣生活の 「日常着を洗
濯する」、住生活の「自分の部屋を美化整備する」「家族が共通に使 う部屋 を美化整備する」「音6屋
の明るさを調整す る」「部屋の換気 と冷暖房の調整をす る」、地域の 「地域の住民 としてのルール
を守る」、福祉の 「ボランテ ィア活動をする」であつた。学生 自身の 日常の身近な家庭生活や住生
活行為に関 した項 目及び小・中・高等学校の家庭科の調埋実習で学んだ経験のある項 目が特に高
い回答率で、その生活行為ができてや さしく
が分かった。
指導す ることもできてや さしい と考えていること
回答段階 “2(少 しできる 0少 し難 しい)"力 約`40%以 上の項 目は、家庭生活の 「家族の生活時
間を書 く」「自分の誕生と成長を記録す る」、消費生活の「支出を 5種類以上あげる」「計画的に金
銭を使用す る」「不用なものの購入を断る」「生活情報を収集 し活用する」、食生活の「食事作 りの
手順をあげる」「食品表示を見て安全な食月1を 選ぶ」「食費を計算する」、衣生活の「衣服の F]常 の
手入れや整理をする」「素材別に洗濯用洗剤を選ぶ」「家庭洗濯 とクリーニング利用を区別する」
「ほころび をなおす」「衣服 を リサイ クルす る」 住生活の 「家族が共通に使 う場所の美化整備 を
す る」「部屋の明るさを調整す る」、地域の 「地域の環境を整備する」「地域の活動に参加す る」、
福祉の「高齢者への手助けをする」「幼児への手助けをす る」「外国人への手助けをする」、環境の













































とエネルギーの関係 を考える」であつた。段階 2で は行為の記録や計算、物の選択、計画性、整
理や活用など思考力を要す る生活行動が多 く見 られた。
一方、回答段階 “3(で きない 。難 しい)"で 「指導力の程度」の高い回答率の項 目順に回答率
20%以上を挙げると「環境家計簿をつける」「素材別に洗濯用洗斉Jを選ぶ」「外国人への手助けを
す る」「体に必要な栄養素の種類 と働 きをあげる」「衣服を リサイクルす る」「正 しい契約をす る」
「家庭洗濯 とクリーニング利用を区別する」「ほころびをなおす」「地球環境保護 とエネルギーの
関係 を考える」「食品表示を見て安全な食品を選ぶ」「ボタンをつける」の11項 目であつた。
また、「指導の難易感」の回答段階 “3で きない (難 しい)"で の高い回答率の項 目順に回答率
20%以上を挙げると 「環境家計簿をつける」「正 しい契約をする」「素材別に洗濯用洗斉Jを 選ぶ」
「外国人への手助けをする」「体に必、要な栄養素の種類 と働 きをあげる」「地球環境保護 とエネル
ギーの関係 を考える」「衣服 を リサイ クルする」「食月1表示を見て安全な食品を選ぶ」「ほころび
をなおす」「家庭洗濯 とク リーニング利用を区別す る」「支出を 5種類以 11あ げる」「地球環境保
護 とゴミの関係 を考える」「言十画的に金銭を使用す る」「食事作 りの手 I贋 をあげる」「ボタンをつ
ける」「幼児への手助けをす る」「食費を計算する」「不用なものの購入を断る」「自分に合 う既製
服を選ぶ」「高齢者への手助けをする」「生活環境 を考えて家庭生活を■1夫する」の20項 目であつ
た。「指導力の程度」で回答段階 “3で きない (難 しい)"で高い回答率の項 目は、「指導の難易感」
でも同様の項 目がより高い回答率であ り、指導力の程度が低いほど指導す ることの難 しさを感 じ
ていた。特に 「環境家計簿をつける」は57%、 「正 しい契約をする」は54%と 「指導の難易感」が
高い傾向を示 した。学生が指導す るのに難 しい と考える内容のキーワー ドを列挙す ると、環境家
計簿、環境保全 とエネルギー、環境保全 とゴミ、 リサイ クル、生活環境の工夫などの環境教育に
関連する内容、契約、食品表示、支出、購入の判断、計画的な金銭使用などの消費者教育に関連
す る内容、栄養素の種類 と働 き、安全な食品選択、食事作 り、食費計算などの食生活に関連す る
内容、洗斉Jの選択、ほころび直 し、ボタン付けなどの衣生活に関連する内容、高齢者や幼児 らヘ
の手助けなどであった。回答段階 “10203"で の回答率のパ ターンは、“1三 高い、2:低い、
3:低い "、 “1:高い、 2:高い、 3:低い "、 “1:中程度、 2:高い、 3:中程度 "、 “1:低
い、 2:高い、 3:中程度"の 4パ ターンに分類できた。各質問項 日の回答段階での回答率につ
ぃて χ
2検
定 した結果は、質問項 目間よ りも回答段階間での有意差が認められた。 このような結
果か ら、生活の 自立及び消費生活 と環境教育の指導の充実が一層望 まれ る。
1誓 1最 |1醤 1最 |
落:1:11丁 IЪ l丁格TI
= 1*:言忍知度 (矢日つていろ), 1旨 導ノ」グ)准呈度 (で きる), 1旨 導の難易感 (や さしい)び )「Ⅲ]答 率 ((11))2*:認知度 (少 し知]っ ている),指 導ノリの程度 (少 しできろ),指 導グ)難 易感 (少 し難 しい)υ )1可 答率3*:認知度 (知 i)な い),指 導力υ)程度 (で きない),指 i専 ヴ)難 易感 (難 しい)び )回 答率 ((I)) ((|,))
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図 2 家庭科の指導内容の認知度 と指導の難易感
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家庭生活に関連 した 「家族の大切さ」「いろいろな家族構成」「家庭生活の大切 さ」「家庭の仕




活資源の節約や リサイクル」の項 目では、“1(知 っている 0で きる 。やさしい)"の 回答率は低
く、“2(少 し知っている。少 しできる。少 し難 しい)"が 50%以上の高い回答率であった。“3(知
らない 0で きない・難 しい)"段階では 「指導力の程度」が約30%で、「指導の難易感」では 「既
製服のサイズ表示の意味」と「生活資源の節約や リサイクル」が約30%で、この他は約50%の高
い回答率を示 した。「認知度」は低く「指導の難易感」が高い傾向であつたことは、先に述べた48





えて子どもに指導 した方が子どもに分かりやすく理解 しやすくなると思 う。だから、教師自身が
食事作 り、小物作 りの経験をしたり、自分の家族について話 したりして、実体験に基づく指導を















のではないでしょうか」以上のように回答 した82件の意見を整理すると次のような 8項 目の概要
に大きく分類できた。① 家庭科の授業に必要な知識や技術を身につけること。② 子どもの置
かれている状況や、実態を知 り子どもの目線で考えること。③ 模擬授業を経験すること。④ 授
業実践例を調べて指導する技術力を向上させること。⑤ 家庭生活への興味 。関心を自分自身が








文部科学省か ら平成20年 3月 に公示 され平成23年度か ら完
全実施 され る。平成21,22年度の小学校家庭科は、移行措置 としてその全部又は一部について新
学習指導要領によることもできる。現行学習指導要領の各学年の内容 8項 目は、次の (1)～ (8)
である。 (1)家庭生活に関心をもつて,家庭の仕事や家族 との触れ合いができるよ うにす る。
(2)衣服に関心をもつて,日 常着を着た り手入れ した りす ることができるようにする。 (3)生
活に役立つ物を製作 して活用できるようにする。 (4)日 常の食事に関心をもつて,調和のよい食
事のとり方が分かるようにす る。 (5)日 常よく使用 され る食品を用いて簡単な調理ができるよう
にする。 (6)住 まい方に関心をもつて,身の回 りを快適に整えることができるようにする。 (7)
身の回 りの物や金銭の計画的な使い方を考え,適切に買物ができるようにする。 (8)近隣の人々
との生活を考え, 自分の家庭生活について環境に配慮 した工夫ができるようにする。新 しい学習
指導要領は、中学校技術・家庭 (家庭分野)の 内容 「A家族・家庭 と子 どもの成長,B食 生活 と
自立,c衣 生活・住生活 と自立,D身 近な消費生活 と環境」 と系統性や連続性 を考慮 した体系化
を図 り、生涯の家庭生活の基盤 となる能力と実践的な態度を育成す る視点か ら「A家庭生活 と家
族,B日 常の食事 と調理の基礎,C快 適な衣服 と住 まい,D身 近な消費生活 と環境」の 4項 目に
再構成 された。その構成を現行 と新 しい学習指導要領 とを比較対照 して示す と、 (1)と (8)は
Aに、 (4)と (5)は Bに 、 (2)(3)(6)は Cに 、 (7)と (8)は Dに 内容構成 5,6,7が
改善された。Aか らDの 内容の関連 を示す ことで、持続可能な社会の構築、社会において主体的
に生きる消費者を育成するための教育の充実、食育の推進など社会の変化へ対応 し家庭生活を総
合的にとらえることができ、効果的な学習が展開できるとしている。これか らの家庭科教育では、
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